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⾃⼰紹介 2

名前︓雲財寛（うんざいひろし）

所属︓⽇本体育⼤学

専⾨︓科学教育



教育研究とオープンコミュニティ 3

●教育研究の中でも「教科教育」の研究領域について

●教科教育の研究で取り組んでいること

研究者と実践者が対話・議論できる場（コミュニティ）の提供

→その事例の紹介



教科教育系の学会とは 4

●学校の教科（理科，数学など）を中⼼に研究する学会

例．⽇本理科教育学会，⽇本数学教育学会など

●会員には，⼤学教員だけでなく⼩中⾼等の教員が在籍している

●（多分）会員数は， ⼤学教員 ＜＜ ⼩中⾼等の教員



教科教育実践とは 5

教科教育実践︓構想した学習指導法を実践し，その効果を検証すること

①ターゲットとなる概念，認識，能⼒，態度の規定（例．粒⼦概念，学習意欲，条件を制御する⼒）

②評価⽅法の検討および学習指導法の構想（例．質問紙，◯◯を取り⼊れた学習活動）

③構想した学習指導法の実践

④評価⽅法に基づいた学習指導法の効果検証
発芽の条件

⽔︖ 適した温度︖ 空気︖

学校の教師の協⼒が必要不可⽋



でも，学校の教師は・・・ 6

●多忙

●研究者と出会う機会が限られている

●研究の⽅法論を学ぶ機会がほとんどない



⽇本理科教育学会の取り組み 7

●オンラインセミナーの実施

ー会員 / ⾮会員問わず

ー無料

●公式オンラインコミュニティの運営

ーSlackを⽤いたコミュニケーション

ー会員限定

画像引⽤︓Slack Media Kit



オンラインセミナーの実施 8
●実績︓2020年12⽉から，これまでに３回実施

●内容︓研究⽅法論（統計分析，質的分析），論⽂化のコツなど

●⽬的︓⽅法論の共有，議論の場の提供，新規会員の獲得など

画像引⽤︓⽇本理科教育学会公式HP



公式オンラインコミュニティの運営 9

⽬的︓会員の交流の活性化

コンセプト︓対話と共有

活動内容︓

ー実践の共有，相互フィードバック

ー⽂献・イベント情報の共有

ー共同研究者の募集
画像引⽤︓Slack Media Kit



実際のやりとり 10

実践の概要

フィードバック

板書 板書
フィードバックへの返信



オンラインコミュニティの所感（ n = 1） 11

●実践者と研究者の知⾒がうまく共有できつつある

ー実践の報告と相互フィードバック

●実践者のニーズがわかってきた

ー研究⽅法論

●共同研究のマッチングも起きつつある



その他，⾝内で取り組んでいること 12

●オンラインブッククラブ

ー主催者は中村⼤輝さん

ーTwitter & Slack

●完全オープンなコミュ⼆ティ

ー主催者は雲財

ーSlack中⼼



まとめ 13

●教科教育の研究で取り組んでいること

研究者と実践者が対話・議論できる場（コミュニティ）の提供

●今後の課題

ー対話・議論を促進する⽅略の検討・実施

ーオープンとクローズの線引き


